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研究概要︓本研究では、眼鏡型ウェアラブルデバイスを着用したユーザの視線を追跡し、そのデータをもとにユーザが注目している対象
を識別します。そして、識別された対象に対するユーザの関心レベルを分析し、それに基づいてロボットシステムが提供すべきサービスを決
定する手法について検討することを目的とします。本研究で使用したシステムのセンサ構成は、視線追跡用の小型カメラセンサに加え、
実験環境に設置された照度センサや外部カメラ・距離情報収集用のビーコンなど、環境情報を測定するための各種センサから構成され
ています。これらのセンサから収集されたデータを用いてユーザの関心を分析し、その結果に基づいてロボットシステムがユーザの意図を把
握することで、「照明機器の制御」を行う支援が可能であるか評価しました。 

研究背景︓近年、スマートホームシステムを基盤とした、日常生活において質の高いサービスを提供するロボット支援システムの開発が
進められています。従来のリモコンなどによる操作から進化し、現在ではユーザの状況を自律的に理解し、より快適な生活環境を実現す
る高度なコントロールシステムが求められています。こうした背景を踏まえ、本研究では、人間の状態や行動を理解し、個人の意図に沿
ったサービスを提案できるロボットシステムの実現を目指します。 

研究成果︓個人の意図に沿ったサービスを実現するための手がかりとし
て、ユーザの情動状態が理解できる強力な指標である「視線」に着目しま
した。本研究では、図 1に示すような低コストで利用可能な眼鏡型ウェアラ
ブルデバイスを開発しました。 そして、デバイスに搭載されたカメラを用い
て、ユーザの視線および注視しているオブジェクトを追跡します。ユーザの関
心度に応じて、現在の照明スイッチをオンにするかオフにするかを判断するた
めに環境情報を利用します。周囲の環境には、距離計測のためのビーコン
と室内の照度を記録する照度センサを設置しました。 これらのセンサからの環境情報と、眼鏡型ウェアラブルデバイスから得られる視線
情報を用いることで、分析されたユーザの意図に合わせて照明スイッチの制御が可能になりました。 

社会への影響︓本研究の注目すべき点は、ユーザの視線情報の分析に基づく支援システムの開発を目指していることであります。ここ
では、眼鏡型ウェアラブルデバイスを用いて視線の計測を行い、ユーザに関する分析結果に基づき、ロボットが適切なサービスを提供でき
る新たなシステムの構築を目的としています。本システムを活用することで、取得されたユーザの視線計測結果をもとに、現在のユーザの
要求に即したサービスを提供可能なシステムの開発が期待できます。 

専門用語︓ 
眼鏡型ウェアラブルデバイス︓ユーザの視線計測を行うために、本研究で開発したメガネ型のデバイスである。両目に赤外線を照射し、 

その反射度合いを小型カメラで計測することによって、ユーザの視線方向を計測している。 
スマートホームシステム︓スマートホームシステムは、IoT ベースのデバイスを介して家庭内の家電製品を遠隔で監視および制御できる
システムを意味する。
ビーコン︓Bluetooth信号の送受信によって、デバイス間の距離や情報を確認できる端末を指す。

図 1 赤外線 LED を用いた視線測定 
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